
吉井勇と「短歌を語ろう」

吉井勇の歌から、何を感じ、何を思うか。人それぞれです。それぞれの思いを皆でワイワイガヤガヤ語り合いませんか。
きっと何かが見えてきますよ。

◆山田高校の文芸部の皆さんに、勇の短歌の感想を述べてもら
います。

後は、参加者でフリート-キング
～ワイワイガヤガヤ～

日時：２０１９年８月２６日（月）13：３０より
場所：猪野々集会所（吉井勇記念館西隣）

◇無料送迎バス（※事前申込必要）
行き 12：00 香美市役所本庁舎前発

12：20 JRバス美良布駅経由
帰り 15：40 吉井勇記念館発

主催：香美市立吉井勇記念館
〒781-4247 高知県香美市香北町猪野々514番地
TEL 0887-58-2220 FAX 0887-57-5995

香美市立

吉井勇記念館
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